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愛知県で豚コレラの患畜確認！

<発生概要>
施設概要：愛知県 豊田市
飼養状況：繁殖豚1,140頭、肥育豚5,500頭

<経緯>
２月４日、愛知県豊田市の養豚場において、食欲不振、元気消

失等の症状を呈しているとの通報を受け、立入検査を実施
２月５日、県が検査を実施したところ豚コレラを疑う結果
２月６日、農研機構動物衛生研究部門で精密検査を実施し、豚

コレラの患畜であることを確認

豚の様子がおかしいな、と思ったら…

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101 
※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

愛知県の発生農場から豚の移動があった
長野県、岐阜県、滋賀県、大阪府の関連農場においても

豚コレラの疑似患畜が確認されています

発生が確認された、長野県、岐阜県、愛知県、滋賀県及び大阪府
の農場の飼養豚の殺処分及び焼埋却、移動制限区域の設定等の防疫
措置が実施されます。



＜１４例目＞
確定診断日：２月４日
発 生 農 場：県北東部の１農場（約700頭飼養の一貫農場）
症 状：母豚18頭で泥状下痢
＜１５例目＞
確定診断日：２月４日
発 生 農 場：県北部の１農場（約2,200頭飼養の一貫農場）
症 状：母豚2頭で嘔吐
＜１６例目＞
確定診断日：２月５日
発 生 農 場：県北東部の１農場（約10,000頭飼養の一貫農場）
症 状：肥育豚50頭で黄色水様性下痢、うち3頭死亡
＜１７例目＞
確定診断日：２月５日
発 生 農 場：県北部の１農場（約1,300頭飼養の繁殖農場）
症 状：母豚10頭で泥状軟便
＜１８例目＞
確定診断日：２月５日
発 生 農 場：県北東部の1農場（約500頭飼養の繁殖農場）
症 状：哺乳豚300頭で黄色水様性下痢、うち1頭死亡

母豚2頭で下痢

県内でPED続発中！!（１４～１８例目）

PED続発のため特別防疫対策地域が指定されています！
指定地域：銚子市、旭市、東庄町のそれぞれ一部

番号 消毒ﾎﾟｲﾝﾄの名称 住所地

① 旭市役所 海上支所 旭市高生1

②
東庄町シルバー人材センター
作業場

東庄町石出1988-1

消毒ポイント通過に御協力ください！
業者さんにも依頼してください!

消毒ポイントの開設時間：当面の間午前７：００～午後６：００
対 象：豚飼養農場に出入りする畜産関係車両（家畜診療車、飼料運搬車、

動物医薬品販売業業務車両等）

対象外：豚の生体・死体を積載している車両（出荷豚運搬車、死体運搬車等）

必ず
通過

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f6862/p526081.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CCQQ9QEwB2oVChMIg4bK5eqQxgIVBuKmCh1EfwDG&sig2=jpAVQzl5r-MXom4QTvkUbA&usg=AFQjCNHfUMx7nkXEsZ0eQutUVdYJcBXaww


畜産関係者の皆様へ

豚流行性下痢（ＰＥＤ）まん延防
止のためのお願い

と畜場、死亡獣畜収集・処理施設、家畜市場、共同糞

尿処理場では・・・

 施設入退場時、荷卸し時に、車両全体（タイヤ周り、
タイヤハウス、運転席（マット、ペダル等）、荷
台）、靴底、手指の洗浄・消毒をする。

県内でＰＥＤが続発しています。

疾病の拡散原因とならないよう、以下の事項に留意し、それ
ぞれの農場の衛生対策に御理解と御協力をお願いします。

農場では・・・

農場の衛生管理区域（衛生的な管理をする区域）へ入らない。

やむを得ず衛生管理区域内へ入る場合は、車両全体、
手指及び靴底を念入りに消毒する。

農場専用の靴、衣服、手袋を使用する。

複数農場に立入らない。やむを得ず立ち入る場合は、
車両全体と運転者の手指の洗浄・消毒を徹底し、発生農
場は最後に立ち入る。


